
・誤記の修正と、分類学的変更に伴う改訂の両方を掲載してあります。

・ページ数の変更は下記表には反映してありません。
頁 項目 初版記述 第2版記述
18 オオシイノミガイの学名 Japonactaeon siebaldii Japonacteon sieboldii
23 ウズムシウミウシ目の学名 Runcinacea Runcinida

24-26 ツメ 後鰓下綱�Opisthobranchia ウズムシウミウシ目�Runcinacea ウズムシウミウシ目�Runcinida
40 ツメ ブドウガイ上科 Haminoeoidea キセワタ上科�Philinoidea
48 アカボシツバメガイの属名 ニシキツバメガイ属 アカボシツバメガイ属

アカボシツバメガイの学名 Chelidonura fulvipunctata (Baba, 1938) Biuve fulvipunctata (Baba, 1938)

48 アカボシツバメガイの解説文
色。稀にW字模様の一部しかない個体や、両端の橙色部を除きW字模様のまったくない個体も
ある

紙幅の都合で削除

アカボシツバメガイの左下(E)個体 ガーネットツバメガイ（新称）
48 アカボシツバメガイEの学名 Mannesia cf. sabadiega (Ortea, Moro & Espinosa, 1996)
49 オハグロツバメガイの属名 ニシキツバメガイ属 オハグロツバメガイ属
49 オハグロツバメガイの学名 Chelidonura inornata Baba, 1949 Mariaglaja inornata (Baba, 1949)
50 クロヘリシロツバメガイの属名 ニシキツバメガイ属 オハグロツバメガイ属
50 クロヘリシロツバメガイの学名 Chelidonura mandraroa Gosliner, 2011 Mariaglaja mandroroa (Gosliner, 2011)
51 ミョウジンツバメガイの属名 ニシキツバメガイ属 オハグロツバメガイ属
51 ミョウジンツバメガイの学名 Chelidonura tsurugensis Baba & Abe, 1959 Mariaglaja tsurugensis (Baba & Abe, 1959)
53 メラノクラミス・ディオメデアの和名 メラノクラミス・ディオメデア ヤマトキセワタ （新称）
53 メラノクラミス・ディオメデアの学名 Melanochlamys diomedea (Bergh, 1894) Melanochlamys cf. diomedea (Bergh, 1894)
53 メラノクラミス・ディオメデアの体長 〜9mm�（固定時） 〜11mm
53 メラノクラミス・ディオメデアの分布 北海道、本州 日本温帯域

53 メラノクラミス・ディオメデアの解説文 文末に追加
【分類】Melanochlamys diomedea は東太平洋産であることから、ここでは参考種とする。ヤミヨキセワタの色彩型の
可能性がある。和名は分布域に因む。

53 メラノクラミス・コーイの和名 メラノクラミス・コーイ アメイロキセワタ（新称）
53 メラノクラミス・コーイの解説文 文末に追加 【分類】和名は体地色に因む。
57 ハナイロキセワタの属名 カノコキセワタ属 ハナイロキセワタ属
57 ハナイロキセワタの学名 Philinopsis falciphallus (Gosliner, 2011) Spinophallus falciphallus (Gosliner, 2011)
57 アオフチキセワタの属名 カノコキセワタ属 ワモンキセワタ属
57 アオフチキセワタの学名 Philinopsis gardineri (Eliot, 1903) Tubulophilinopsis gardineri (Eliot, 1903)

58 カラスキセワタの解説文 文末に追加
【分類】Zamora-Silva & Malaquias (2018) によりPhilinopsis gigliolii Tapparone-Canefri, 1874カノコキセワタは本種
のシノニムであるとされた。

58 カノコキセワタの写真 カノコキセワタ＝カラスキセワタになったため、カノコキセワタの2カットもカラスキセワタの写真として掲載
59 ヨコジマキセワタの属名 カノコキセワタ属 ワモンキセワタ属

ヨコジマキセワタの学名 Philinopsis lineolata (H.& A.Adams, 1854) Tubulophilinopsis lineolata (H. Adams & A. Adams, 1854)
ワモンキセワタの属名 カノコキセワタ属 ワモンキセワタ属
ワモンキセワタの学名 Philinopsis pilsbryi (Eliot, 1900) Tubulophilinopsis pilsbryi (Eliot, 1900)

60 アミメキセワタの属名 カノコキセワタ属 ワモンキセワタ属
60 アミメキセワタの学名 Philinopsis reticulata (Eliot, 1903) Tubulophilinopsis reticulata (Eliot, 1903)
60 マダラアミメキセワタの属名 カノコキセワタ属 ワモンキセワタ属
60 マダラアミメキセワタの学名 Philinopsis sp. Tubulophilinopsis sp.
61 モンガラキセワタ？�の和名 モンガラキセワタ？ ヒョウモンキセワタ（新称）
61 モンガラキセワタ？�の学名 Philine sp. 1 cf. orca Gosliner, 1988 Philine cf. orca Gosliner, 1988
62 アカヘリキセワタの学名 Philine sp. 2 Philine sp. 1
63 キセワタガイの1種3の和名 キセワタガイの1種3 キセワタガイの1種2
63 キセワタガイの1種3の属名 Philine sp. 3 Philine sp. 2
63 キセワタガイの1種4の和名 キセワタガイの1種4 キセワタガイの1種3
63 キセワタガイの1種4の属名 Philine sp. 4 Philine sp. 3
65 ミドリウミコチョウの記載年 (Tokioka & Baba, 1964) Tokioka & Baba, 1964
69 ムラサキウミコチョウ属の1種の体長 〜10mm 〜14mm
69 イッサイウミコチョウの学名 Siphopteron sp. 1 cf. vermiculum Ong & Gosliner, 2017 Siphopteron cf. vermiculum Ong & Gosliner, 2017
71 レモンウミコチョウの体長 〜6mm 〜10mm
73 カワイイウミコチョウの解説文 amusing amazing
73 クアドリウミコチョウの体長 〜5mm 〜6mm
73 キマダラウミコチョウ属の1種2の和名 キマダラウミコチョウ属の1種2 キマダラウミコチョウ属の1種
73 キマダラウミコチョウ属の1種2の学名 Siphopteron sp. 2 Siphopteron sp.
81 ジャノメアメフラシの体長 〜120mm 〜200mm
82 ジャノメアヘフラシのEの体長 追加 NR
83 クロヘリアメフラシの和名 クロヘリアメフラシと近似種 クロヘリアメフラシと近似種
83 クロヘリアメフラシの学名 Aplysia parvula Guilding in M䃊ch, 1863 Aplysia japonica G. B. Sowerby II, 1869 complex

83 クロヘリアメフラシの解説文

【体長】〜35mm 【分布】日本海・北海道 【形態】体地色は赤褐色から暗褐色。ただし体色は餌種によって変化す
る。側足の縁が赤色と黒色の2色になるタイプ、黒色1色のタイプ、黒色の側足縁に沿って小斑紋の並ぶタイプな
どがある。Golestani et al. （2019）により、本邦には側足縁が黒色で、すぐ内側が朱色になる日本海・北海道産のA.
japonica（A)、および沖縄産の未記載種1種（E）があるとされた。2種以外のA. japonica 近似種については現在検
証中。本書では暫定的にA. japonica をクロヘリアメフラシとする。

84 ビワガタナメクジの学名 Dolabrifera dolabrifera (Cuvier, 1817) Dolabrifera dolabrifera (Rang, 1828)
84 フレリトゲアメフラシの学名 Bursatella leachii leachii de Blainville, 1817 Bursatella leachii leachii Blainville, 1817
86 タツナミガイ�サブカットの体長 17mm 170mm
88 フィラプリシア・エドムンズイ？の和名 フィラプリシア・エドムンズイ？ エドムンズアメフラシ
88 フィラプリシア・エドムンズイ？の学名 Phyllaplysia sp. 1 cf. edmundsi Bebbington, 1974 Phyllaplysia cf. edmundsi Bebbington, 1974
88 スカシウミナメクジ属の1種の学名 Phyllaplysia sp. 2 Phyllaplysia sp.
88 スカシウミナメクジ属の1種の解説文 緑藻 褐藻
89 嚢舌目の解説文 Oxynoaceaナギサノツユ亜目と、Plakobranchaceaチドリミドリガイ亜目 Oxynooidea ナギサノツユ上科と、Plakobranchoidea チドリミドリガイ上科

90-94 ツメ ナギサノツユ亜目 Oxynoacea トル
95-136 ツメ チドリミドリガイ亜目Plakobranchacea トル

116-136 ツメ Limapontioidea ハダカモウミウシ上科 Plakobranchoidea チドリミドリガイ上科
90 タマノミドリガイの学名 Berthelinia schlumbergeri Dautzenberg, 1895 Berthelinia limax (Kawaguti & Baba, 1959)
90 タマノミドリガイの解説文 文末に追加 【分類] Berthelinia schlumbergeri Dautzenberg, 1895はインド洋産。B.pseudochloris Kay,1964 はハワイ諸島産。
91 フリソデミドリガイの学名 Lobiger souverbii Fischer, 1856 Lobiger sp.
91 フリソデミドリガイの分布 全世界の熱帯域 西太平洋
91 フリソデミドリガイの解説文 文末に追加 【分類】Berriman et al. (2018) によってLobiger souverbii Fischer, 1856  は大西洋産種であることが示された。
92 ナギサノツユの学名 Oxynoe virides (Pease, 1861) Oxynoe virides (Pease, 1861)
92 ナギサノツユの写真 サブカットを メインカットに
92 テンガンノツユの学名 Oxynoe sp. 1 Oxynoe kylei Krug, Berriman & Valdés, 2018
94 ナギサノツユ属の1種2の和名 ナギサノツユ属の1種2 アオテンナギサノツユ（新称）
94 ナギサノツユ属の1種2の学名 Oxynoe sp. 2 Oxynoe jordani Krug, Berriman & Valdés, 2018
94 ナギサノツユ属の1種2の分布 マーシャル諸島、パラオ、グアム、南西諸島 西太平洋、オーストラリア

94 ナギサノツユ属の1種2の解説文
体地色は乳白色。頭部と体部に紺色の細かな斑紋が散在する。側足は淡黄色で、緑色の細点
が散布する。側足全体を低い突起が散布する。

体地色は乳白色。全体に青色の少斑紋が散布する。側足や尾は部分的に淡緑色になる。側足にはトゲのような突
起が散布する。尾は太く長い。

94 中段 現在はイワヅタブドウガイ ナギサノツユ属の1種
94 中段の学名 Oxynoe cf. jordani Krug, Berriman & Valdés, 2018

94 中段の解説文

【体長】〜22mm【分布】西太平洋【形態】体地色は淡緑色で、全体に白色の色域が散布する。体全体に青色の小
斑紋が散布する。側足縁にはトゲのような突起がある。触角には褐色の色輪がある。尾は太く短い。【生態】
Caulerpa sp. に着生する。本邦では南西諸島以南で見られる。【分類】青色の小斑紋や側足の突起などが上掲の
種と近似する。同種の可能性がある（Gosliner et al. 2018 ）。

94 中段の写真 現在のナギサノツユのメインカット

96 アズキウミウシの解説文
かつては橙色の細点のない個体はElysia abei Baba, 1955アベミドリガイとされていたが、現在
では同種と考えられている。

トル

アズキウミウシの解説文 文末に追加
【分類】Elysia abei Baba, 1955アベミドリガイはシノニム。黄色の斑点のあるBは別種の可能性がある。E. japonica
Eliot, 1913�との関係は今後の課題。

97 フジイロミドリガイの学名 Elysia degeneri Ostergaard, 1955 Elysia cf. degeneri Ostergaard, 1955
98 オトメミドリガイの学名 Elysia flava Verrill, 1901 Elysia obtusa Baba, 1938
98 ヒルギミドリガイの学名 Elysia leucolegnote Jansen, 1990 Elysia cf. leucolegnote Jansen, 1990
98 ヒルギミドリガイの体長 〜30mm 〜20mm
98 ヒルギミドリガイの解説文 香港産は30mm に達するが、本邦産は20mm程度。【分類】和名は生息環境に因む。 【分類】香港産のElysia leucolegnote は30mmに達し、側足縁の白色が明瞭な点で西表産と異なる。
99 ラクダミドリガイの解説文 個体によっては側足半ばに 頭部や側足などに、部分的に
99 ミニマミドリガイの解説文 【分類】和名は種小名に因む。 削除

100 コノハミドリガイのFの水深 4m Intertidal
101 イズミミドリガイの記載者・記載年 (Baba, 1957) Baba, 1957
102 ウチワミドリガイの記載年 1872 1871
108 ゴクラクミドリガイの仲間の解説文 外部形態に若干の相違があるが、本書では種内変異として扱う。 外部形態が大西洋産のElysia cauze Er. Marcus, 1957 に近似する。

109 ゴクラクミドリガイの仲間の解説文
Elysia sp. 16 は淡黄色の体地色、背面や側足が白色の小突起におおわれる点、触角が褐色にある点などが大西
洋産のElysia scops  Marcus & Marcus, 1967 に近似する。Elysia 18は体地色、側足が著しく湾曲すること、側足が
黄色く縁取られることなどの特徴が大西洋産のElysia crispata Mörch, 1863�に近似する。

110 ゴクラクミドリガイの仲間の解説文 を欠く。 の縁取りを欠く。
111 スイートジェリーミドリガイの体長 〜15mm 〜25mm
113 トゥリディラ・リネオラタの和名 トゥリディラ・リネオラタ ソライロミドリガイ（新称）
113 トゥリディラ・リネオラタの解説文 文末に追加 【分類】和名は体色である空色に因む。
116 クロスジウロコウミウシの解説文 背側突起 背側突起の背面側
122 オオマツモウミウシの記載者 Loven Lovén
123 ミドリアマモウミウシの和名 ミドリアマモウミウシ？ ミドリアマモウミウシ
123 ミドリアマモウミウシの学名 Placida dendritica (Alder & Hancock, 1843)? Placida aff. dendritica (Alder & Hancock, 1843)
124 ツマグロモウミウシの学名 Placida cremoniana (Trinchese, 1892) Placida kevinleei McCarthy, Krug & Valdés, 2017
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125 タマミルウミウシの属名 アオモウミウシ属 タマミルウミウシ属
125 タマミルウミウシの学名 Stiliger smaragdinus Baba, 1949 Sacoproteus smaragdinus (Baba, 1949)
129 ホホベニモウミウシの解説文 【分類】コテングノハウチワに、 削除
129 ウサギモウミウシの分布 パプアニューギニア、インドネシア 西太平洋熱帯域
134 ヒメクロモウミウシの体長 〜*mm 〜13mm
135 オレンジモウミウシの属名 トウヨウモウミウシ属 ミドリアマモウミウシ属
135 オレンジモウミウシの学名 Aplysiopsis sp. Hermaea sp.
136 ノトアリモウミウシの撮影地 辰口 辰ノ口
136 ヤセモウミウシの学名 Hermaea sp. 1 cf. evelinemarcusae Jensen, 1993 Hermaea cf. evelinemarcusae Jensen, 1993
136 ミドリアマモウミウシ属の1種の学名 Hermaea sp. 2 cf. bifida Hermaea sp. 2
144 イクオハダカカメガイの属名 イクオハダカカメガイ属 ハダカカメガイ属
144 イクオハダカカメガイの学名 Paedoclione doliiformis (Danforth, 1907) Clione sp.
144 イクオハダカカメガイ�文中 口円錐は2対あるが非対称 口円錐が3対あることが山崎他 (2019) によって判明した。
144 オタマハダカカメガイの属名 Paraclion オタマハダカカメガイ属
144 ジュウモンジハダカカメガイの属名 Thliptodon ジュウモンジハダカカメガイ属
145 ヒョウタンハダカカメガイの属名 Thliptodon ジュウモンジハダカカメガイ属

145-146 Pneumodermopsis 属の和名 ニュウモデルマ属 ニュウモデルモプシス属
147 ジンガサヒトエガイ属の1種の和名 ジンガサヒトエガイ属の1種 ヤマトジンガサヒトエガイ
148 ジンガサヒトエガイ属の1種の和名 ジンガサヒトエガイ属の1種 ヤマトジンガサヒトエガイ
151 側鰓目の学名 Pleurobranchomorpha Pleurobranchida
151 解説文 Pleurobranchomorp Pleurobranchida

151-158 ツメ Pleurobranchomorpha Pleurobranchida
156 カメノコフシエラガイ科の1種 削除して、コラムに変更
158 ウミフクロウの解説文 外套膜は前方で口幕と癒着し、その境目に触角がある。本種の外套膜 背楯は通常、腹足より小さい。体地色
158 ウミフクロウの解説文 背面 背楯
158 マダラウミフクロウの記載年 1817 1816
159 裸側上目よりも下位の分類群 真鰓亜目 Euctenidiacea�有顎ウミウシ下目 Bathydoridoidei 裸鰓目 Nudibranchia�有顎ウミウシ下目 Bathydoridoidei

162-348 ツメの、上科よりも上位の分類群 裸側上目 Nudipleura 真鰓亜目 Euctenidiacea ドーリス下目 Doridacea 裸側上目 Nudipleura 裸鰓目 Nudibranchia� ドーリス亜目Doridina
162 カリヤウミウシの解説文 コケムシ 群体性の内肛動物
162 ハゴロモウミウシの解説文 コケムシ 群体性の内肛動物
169 コトヒメウミウシ属の1種11の解説文 半透明な白色で 半透明な白色で、背面が淡緑色をおびる。

169 コトヒメウミウシ属の1種11の解説文 文末に追加
Goniodoridella sp. 7、およびsp. 8と近似するが、背面の色と斑紋の細かさが異なる。しかし色彩型の可能性もあ
る。

171 トノイバラウミウシの記載者・記載年 Bouchet & Ortea, 1983 (Bouchet & Ortea, 1983)
180 ヨコシマツガルウミウシの学名 Trapania sp. 1 cf. reticulata Rudman, 1987 Trapania cf. reticulata Rudman, 1987
186 ハイイロトゲウミウシの属名 ミツイラメリウミウシ属 トゲウミウシ属
186 ハイイロトゲウミウシの解説文 A. lutea A. lutea
188 シロトゲウミウシの記載者・記載年 Muller, 1776 (Muller, 1776)
189 ミカドウミウシの記載年 1828 1830
192 アミメセンヒメウミウシの解説文 背面正中線上に 背面に
194 掲載3種の属名 キイロトラフウミウシ属 レモンウミウシ属
194 レモンウミウシの学名 Notodoris citrinus (Bergh, 1875) Notodoris citrina Bergh, 1875
194 レモンウミウシの解説文 触角先端が黒色の個体も稀に見られる 削除
194 クロスジレモンウミウシの解説文 や虎斑模様 削除

194 クロスジレモンウミウシの解説文 和名は体色と、体表の黒色の模様に因む。
和名は濱谷（2000）によりキイロトラフウミウシとされたが、中野(2018)において形態をより正確に表す本和名が
採用された。

194 クロスジレモンウミウシの解説文 黄色い 削除
194 キイロトラフウミウシの和名 キイロトラフウミウシ フイリレモンウミウシ
194 キイロトラフウミウシの解説文 黄色い 削除
194 キイロトラフウミウシの解説文 文末に追加 【分類】和名は中野(2018)によりキイロトラフウミウシとされたが、前掲の種との混同を避けるために改称する。
195 タチアオイウミウシの記載年 (Gosliner & Behrens, 1997) Gosliner & Behrens, 1997
195 オオエラキヌハダウミウシの解説文 く、鰓葉の外側の軸の部分のみが 軸と触角の先端のみが
196 キヌハダモドキの記載年 1875 1877
196 キヌハダモドキのメインカット 八丈島�今本さんの写真 別のカットにさしかえ
200 ツブツブキヌハダウミウシの体長 〜50mm 〜55mm
206 オカダウミウシの解説文 卵塊 卵
206 オカダウミウシの解説文 ウズマキゴカイを餌にする、 ウズマキゴカイを餌にする。
206 エビスウミウシの学名 Polycera amakusana Baba, 1960 Palio amakusana Baba, 1960
206 エビスウミウシの属名 フジタウミウシ属 エビスウミウシ属
206 エビスウミウシの解説文 【分類】以下のテキスト トル
206 ミズタマウミウシの記載年 1815 1813
207 コソデウミウシの解説文 鰓は黄色く、先端が黒い。 鰓は黄色く、先端が黒い。→�鰓は7葉で後ろの2葉が著しく小さい。鰓の色は黄色で、先端は黒色。
212 ウデフリツノザヤウミウシの記載年 1883 1884
212 クチナシツノザヤウミウシの属名 フジタウミウシ属 ミズタマウミウシ属
213 オセミズタマウミウシの属名 フジタウミウシ属 ミズタマウミウシ属
216 エダウミウシの解説文 樹上突起の先端には発光細胞がある。 樹枝状突起の先端には発光器がある。
217 ニンジンヒカリウミウシの写真 ベッコウヒカリウミウシと差し替え
218 ベッコウヒカリウミウシの写真 ニンジンヒカリウミウシと差し替え
218 ベッコウヒカリウミウシの学名 Plocamopherus sp. cf. imperialis Angas, 1864 Plocamopherus cf. imperialis Angas, 1864
218 アカネヒカリウミウシの解説文 口膜突起 口幕突起
219 クメジマヒカリウミウシの学名 Plocamopherus margaritae Plocamopherus margaretae
219 ヒカリウミウシの解説文 複数の樹枝状の突起 樹枝状の突起
219 ヒカリウミウシの写真個体の体長 100m 100mm
220 セグロリュウグウウミウシ？の和名 セグロリュウグウウミウシ？ オキナワリュウグウウミウシ（新称）
220 セグロリュウグウウミウシ？の学名 Nembrotha sp. 1 cf. chamberlaini Gosliner & Behrens, 1997 Nembrotha sp. 1
224 コミドリリュウグウウミウシの属名 ニシキリュウグウウミウシ属 マルタリュウグウウミウシ属
224 コミドリリュウグウウミウシの属名 Tambja amakusana Baba, 1987 Martadoris amakusana (Baba, 1987)
226 ニシキリュウグウウミウシ属の1種2の体長 ～10mm ～25mm
230 アオクシエラウミウシの記載者・記載年 Collingwood, 1881 (Collingwood, 1881)
230 ヤマトウミウシの記載年 1881 1882
231 アステロノートゥス・ヘパティクスの和名 アステロノートゥス・ヘパティクス セダカコバンウミウシ（新称）
231 アステロノートゥス・ヘパティクスの解説文 文末に追加 【分類】和名は本種に特徴的な正中線上の隆起に因んで。

235～240 ヒオドシウミウシ属の属名 ヒオドシウミウシ属 モザイクウミウシ属
238 オンナソンウミウシの記載年 1999 2001
239 パイナップルウミウシの記載年 1903 1904
240 コヤマウミウシの学名 Halgerda sp.2 cf. wasinensis Halgerda cf. wasinensis�Eliot, 1904
240 ツルガウミウシの記載年 1989 1986
244 オオツヅレウミウシの記載者名 hancock Hancock
244 セバドーリス属の和名 セバドーリス属 オオツヅレウミウシ属
245 キイロハケジタウミウシの学名 Geitodoris sp. cf. lutea Baba, 1937 Geitodoris cf. lutea Baba, 1937
245 ハクモンビロウドウミウシの記載年 2006 2007
245 キイロビロウドウミウシの記載年 2006 2007
247 アレノウミウシの体長 〜40mm 〜70mm
252 ミナミヒョウモンウミウシの学名 Jorunna sp. 1 aff. pantherina (Angas, 1864) Jorunna cf. pantherina (Angas, 1864)
255 ソバカスウミウシの属名 カザンウミウシ属 カイメンウミウシ属
255 ソバカスウミウシの属名 Sclerodoris sp. 1 Atagema sp. 6
256 カザンウミウシ属の1種3の和名 カザンウミウシ属の1種3 カザンウミウシ属の1種2
256 カザンウミウシ属の1種3の学名 Sclerodoris sp. 3 Sclerodoris sp. 2
256 カザンウミウシ属の1種4の和名 カザンウミウシ属の1種4 カザンウミウシ属の1種3
256 カザンウミウシ属の1種4の学名 Sclerodoris sp. 4 Sclerodoris sp. 3
256 カザンウミウシ属の1種5の和名 カザンウミウシ属の1種5 カザンウミウシ属の1種4
256 カザンウミウシ属の1種5の学名 Sclerodoris sp. 5 Sclerodoris sp. 4
267 属未確定の種の解説文 sp. 13はツヅレウミウシの幼体と思われる。 sp. 13はビロウドウミウシ属の可能性がある。

270 クモガクレウミウシの解説文 半透明の白色で、背面は青灰色から乳白色の網目状斑紋におおわれる
半透明で、背面は乳白色の斑紋におおわれ、結果として白色に半透明な鰯雲が浮かぶような独特の文様を形成
する。

271 ハラックサウミウシ属の1種1 の和名 掲載種を変える カミカクシウミウシ（新称）
271 ハラックサウミウシ属の1種1 の学名 Hallaxa sp. 1 Hallaxa translucens Gosliner & Johnson, 1994

271 ハラックサウミウシ属の1種1 の解説文
【体長】〜20mm【分布】西太平洋【形態】体地色は半透明の白色で、背面は白色の網目状模様におおわれる。触
角は褐色。【生態】白色のカイメンに隠蔽的に擬態する。【分類】種小名は「半透明の」の意。和名はその巧みな隠
蔽的擬態に因む。

272 ハラックサウミウシ属の1種2の和名 ハラックサウミウシ属の1種2 ハラックサウミウシ属の1種1
272 ハラックサウミウシ属の1種2の学名 Hallaxa sp. 2 Hallaxa sp. 1
272 ハラックサウミウシ属の1種3の和名 ハラックサウミウシ属の1種3 ハラックサウミウシ属の1種2
272 ハラックサウミウシ属の1種3の学名 Hallaxa sp. 3 Hallaxa sp. 2
272 ハラックサウミウシ属の1種3の解説文 は背面は網目模様になる。 は触角が褐色。
272 シモフリカメサンウミウシの学名 Aldisa albatrossae Elwood, Valdés, & Gosliner, 2000 Aldisa albatrossae Elwood, Valdés & Gosliner, 2000
274 ホンイチゴジャムウミウシの学名 Aldisa sp. 2 Aldisa fragaria Tibiriçá, Pola & Cervera, 2017
274 ヒボタンウミウシの学名 Aldisa sp. 3 Aldisa zavorensis Tibiriçá, Pola & Cervera, 2017
274 モンツキヒボタンウミウシの学名 Aldisa sp. 4 Aldisa sp. 2
275 サガミウミウシの分布域 本州南部 日本温帯域
278 ポリアフウミウシ 地域変異と考えられる。 トルして�【分類】�を挿入
280 メレンゲウミウシ属の1種2 Ardeadoris sp. 2 cf. angustolutea Ardeadoris sp. 2
280 モンコウミウシの属名 ミスジアオイロウミウシ属（改称）属 ミスジアオイロウミウシ属
281 タイヘイヨウイロウミウシの学名 Chromodoris sp. 1 cf. africana Eliot, 1904 Chromodoris cf. africana Eliot, 1904
286 ボニンイロウミウシの学名 Goniobranchus alderi (Collingwood, 1881) Goniobranchus cf. alderi (Collingwood, 1881)
286 チリメンウミウシの学名 Goniobranchus reticulatus (Quoy & Gaimard, 1821) Chromodoris reticulata (Quoy & Gaimard, 1832)

286 チリメンウミウシの解説文 文末に追加
本書初版ではWoRMSに従いアデヤカイロウミウシ属としたが、2版では中嶋他(2018)に従いミスジアオイロウミウ
シ属の種に変更する。



287 サラサウミウシの学名 Goniobranchus tinctorius (Rpell & Leuckart,1828) Goniobranchus cf. tinctorius (Rüppell & Leuckart, 1830)
287 サラサウミウシの解説文 2008 2018
287 ホムライロウミウシの記載年 (Garrett, 1879) Garrett, 1879
288 コモンウミウシの学名 Goniobranchus sp. 2 cf. aureopurpureus (Collingwood, 1881) Goniobranchus cf. aureopurpureus (Collingwood, 1881)
288 コモンウミウシの解説文 ある。その 高い。別種の
288 コモンウミウシ？�の和名 コモンウミウシ？ ミナミコモンウミウシ（新称）
288 コモンウミウシ？�の解説文 ある。その場合本種には別の和名が提唱されることになる。 高いため、南西諸島産の本種に暫定的に和名を与える。
290 オトヒメウミウシの分布域 熱帯域 、中部太平洋
290 カトウイロウミウシの記載者・記載年 Baba, 1938 �(Baba, 1938)
291 シロウミウシの学名 Goniobranchus orientalis (Rudman, 1983) Chromodoris orientalis Rudman, 1983
293 ヒメコモンウミウシの種小名 rufomaculata rufomaculatus
293 シラヒメウミウシの分布域 日本 日本温帯域
295 ウスクレナイウミウシの学名 Goniobranchus sp. 3 Goniobranchus sp. 2
295 ワタグモウミウシの学名 Goniobranchus sp. 4 Goniobranchus sp. 3
296 オオゼキイロウミウシの学名 Goniobranchus sp. 5 Goniobranchus sp. 4
296 スケイロウミウシの学名 Goniobranchus sp. 6 Goniobranchus sp. 5
296 スケイロウミウシの分布域 南西諸島、八丈島 西太平洋、中部太平洋
296 アデヤカイロウミウシの1種7の和名 アデヤカイロウミウシの1種7 アデヤカイロウミウシの1種6
296 アデヤカイロウミウシの1種7の学名 Goniobranchus sp. 7 Goniobranchus sp. 6
297 アデヤカイロウミウシの1種8の和名 アデヤカイロウミウシの1種8 アデヤカイロウミウシの1種7
297 アデヤカイロウミウシの1種8の学名 Goniobranchus sp. 8 Goniobranchus sp. 7
297 アデヤカイロウミウシの1種9の和名 アデヤカイロウミウシの1種9 アデヤカイロウミウシの1種8
297 アデヤカイロウミウシの1種9の学名 Goniobranchus sp. 9 Goniobranchus sp. 8
297 アカツブイロウミウシの分布域 南アフリカ、東オーストラリア、香港、日本 インド-西太平洋
299 ゾウゲイロウミウシの体長 〜40mm 〜45mm
299 カグヤヒメウミウシの学名 Hypselodoris sp. 1 Hypselodoris variobranchia Gosliner & Johnson, 2018

299 カグヤヒメウミウシの解説文
体地色は紫色で、外套膜の周縁は太い白線で明瞭に縁どられる。 【分類】本種をRudman
（1999）はゾウゲイロウミウシの色彩型とした一方で、Gosliner et al.（2008; 2015）は独立種とし
た。分子系統解析の結果を待つまでは暫定的に独立種として扱う。和名は益田（1999）による。

体地色は淡紫色、紫色から濃い紫色まで。外套膜の周縁は太い白色帯で明瞭に縁どられる。触角は朱色で、鰓は
外套膜と同色。【分類】本種をRudman (1999) はゾウゲイロウミウシの色彩型としていた。和名は益田 (1999) によ
る。

301 センテンイロウミウシの学名 Hypselodoris maculosa (Pease, 1871) Hypselodoris decorata (Risbec, 1928)

301 センテンイロウミウシの解説文

体地色は乳白色で、背面には暗紫色から赤褐色の細点が散布する。この背面の色は変異幅に
富むが、いずれも触角後方から鰓後部にかけて白色の細線が数本入る。頭部と背面後部、尾
部には白色の細点が散布する。触角は白色で、赤褐色の輪を1.3本有する。鰓は先端よりやや
下方が白色。 【生態】黒潮の影響を受ける海域では季節や環境を問わずに普通に見られる。

体地色は乳白色で、背面周縁はオレンジ色。背面には白色の細線が多数走り、紫色と白色の細点が散布する。触
角にある赤褐色の色輪は3本。【生態】黒潮の影響を受ける海域で、やや稀に見られる。

301 センテンイロウミウシの写真 4カット掲載 Aのみとする
301 中段を新たに作る�和名 センテンイロウミウシ ニヨリセンテンイロウミウシ
301 学名 Hypselodoris maculosa (Pease, 1871)

301 解説文
【体長】〜30mm【分布】西太平洋【形態】体地色は乳白色で、背面周縁は褐色または紫色。背面には白色の細線
が多数走り、紫色と白色の細点が散布する。前掲の種と近似するが、本種の触角の色輪は2本。他に歯舌の形態
や外套腺の位置なども異なる。【生態】黒潮の影響を受ける海域で普通に見られる。

301 写真 初版のセンテンイロのBのみとする
301 シロウネイロウミウシの学名 Hypselodoris sp. 2 Hypselodoris yarae Gosliner & Johnson, 2018
301 シロウネイロウミウシの解説文 Gosliner et al.（2008）は独立種とした。 Gosliner & Johnson (2018) が新種記載した。
302 コナユキイロウミウシの学名 Hypselodoris sp. 3 Hypselodoris skyleri Gosliner & Johnson, 2018
302 アオウミウシ属の1種4の和名 アオウミウシ属の1種4 アオウミウシ属の1種1
302 アオウミウシ属の1種4 の学名 Hypselodoris sp. 4 Hypselodoris sp. 1
302 アオウミウシ属の1種5の和名 アオウミウシ属の1種5 アオウミウシ属の1種2
302 アオウミウシ属の1種5 の学名 Hypselodoris sp. 5 Hypselodoris sp. 2
303 クラカトアウミウシのサブカット2個体の学名 Hypselodoris krakatoa Gosliner & Johnson, 1999 Hypselodoris cerisae Gosliner & Johnson, 2018
303 クラカトアウミウシのサブカット2個体の和名 ヤマトクラカトアウミウシ（新称）

303 クラカトアウミウシのサブカット2個体の解説文

【体長】〜55mm 【分布】西太平洋 【形態】同属他種に比して体高があり鰓孔が突出する。体地色は淡紫色で、褐
色や赤褐色の色域がある。触角は赤褐色で、先端は白色。鰓は紅色をおび、軸外側の先端には白い細かい点が
ある。【分類】淡褐色を帯びた体地色のフィリピン産（ サブカット）は、Gosliner & Johnson（2018）によりH. krakatoa
クラカトアウミウシであるとされた。

304 ラドマンアオウミウシの学名 Hypselodoris sp. 6 cf. rudmani Gosliner & Johnson, 1999 Hypselodoris cf. rudmani Gosliner & Johnson, 1999
305 オダカホシゾラウミウシの学名 アオウミウシ属の1種7 Hypselodoris roo Gosliner & Johnson, 2018
308 コンガスリウミウシの学名 Hypselodoris sp. 8 Hypselodoris sp. 3
309 アオウミウシ属の1種9 の和名 アオウミウシ属の1種9 アオウミウシ属の1種4
309 アオウミウシ属の1種9 の学名 Hypselodoris sp. 9 Hypselodoris sp. 4
309 アオウミウシ属の1種10 の和名 アオウミウシ属の1種10 アオウミウシ属の1種5
309 アオウミウシ属の1種11 の学名 Hypselodoris sp. 10 Hypselodoris sp. 5
309 アオウミウシ属の1種11 の和名 アオウミウシ属の1種11 クボミイロウミウシ（新称）
309 アオウミウシ属の1種11 の学名 Hypselodoris sp. 11 Hypselodoris lacuna Gosliner & Johnson, 2018

アオウミウシ属の1種11 の解説文 灰色の、不規則な大きさの円斑が 灰色で中心が暗色の、くぼみのように見える不規則な大きさの円斑が
309 アオウミウシ属の1種11 の解説文 文末に追加 【分類】和名は本種の種小名Lacuna の意（空隙、空白、くぼみ）に因む。
310 アオウミウシ属の1種12 の和名 アオウミウシ属の1種12 ペリイロウミウシ（新称）
310 アオウミウシ属の1種12 の学名 Hypselodoris sp. 12 Hypselodoris perii Gosliner & Johnson, 2018
310 アオウミウシ属の1種12 の解説文 文末に追加 【分類】和名は本種を発見したフィリピン人ガイド、Peri Paleracioさんに因む。
310 アオウミウシ属の1種13 の和名 アオウミウシ属の1種13 キャサリンイロウミウシ（新称）
310 アオウミウシ属の1種13 の学名 Hypselodoris sp. 13 Hypselodoris katherinae Gosliner & Johnson, 2018
310 アオウミウシ属の1種13 の解説文 文末に追加 【分類】和名は種小名の献名者であるKatherine Piatek さんに因む。
311 アオウミウシ属の1種15 の和名 アオウミウシ属の1種15 イトウイロウミウシ（新称）
311 アオウミウシ属の1種15 の学名 Hypselodoris sp. 15 Hypselodoris rositoi Gosliner & Johnson, 2018
311 アオウミウシ属の1種15 の解説文 文末に追加 【分類】和名は種小名の献名者である博物画家の伊藤熊太郎氏に因む。
313 モンジャウミウシの学名 Glossodoris cincta (Bergh, 1888) Glossodoris cf. cincta (Bergh, 1888)

313 モンジャウミウシの解説文 文末に追加
【分類】G. cincta の背面周縁は外側が青色、内側が黒色の2色であることから、本種はGosliner & Johonson
(2018) に従いG. cinctaの参考種とする。

314 シロタエイロウミウシの学名 Glossodoris pallida (Rpell & Leuckart, 1828) Glossodoris buko Matsuda & Gosliner, 2018
314 シロタエイロウミウシの解説文 文末に追加 【分類】Glossodoris pallida (Rüppell & Leuckart, 1830) はインド洋産 (Matsuda & Gosliner, 2018)。
316 クリヤイロウミウシの解説文 体地色は白色で 体地色は白色から桃色で
316 クリヤイロウミウシの解説文 背面の白色域には 背面には
316 クリヤイロウミウシの解説文 背面に赤紫色の小斑紋が散在する個体も見られる この突起が背面周縁と同色になる個体も見られる。
316 クリヤイロウミウシの解説文 文末に追加 背面に赤紫色の斑紋のない個体は別種の可能性がある（Gosliner et al, 2018)。
318 キイッポンウミウシの解説文 外套膜周縁 背面周縁
321 アレんウミウシ 文末に追加 南西諸島からの報告もある（鈴木、私信）。
321 ミアミラウミウシの記載年 1904 1910
322 スソヒダウミウシの体長の単位 m mm
322 シロタスキウミウシの体長の単位 m mm
323 シロウサギウミウシの体長の単位 m mm
323 ユキウサギウミウシの種小名 hongkongensis hongkongiensis
324 ラボウトウミウシの体長の単位 m mm
324 ラボウトウミウシの記載者・記載年 Rudman, 1986 (Rudman, 1986)
324 シラユキウミウシの記載者・記載年 Baba, 1937 (Baba, 1937)
324 シラユキウミウシの解説 消化腺 外套腺
324 シラユキモドキの記載者・記載年 Baba, 1987 (Baba, 1987)
325 アラリウミウシの記載者・記載年 Marcus & Marcus, 1970 (Marcus & Marcus, 1970)
325 アラリウミウシの体長の単位 m mm
325 フジムスメウミウシの記載者・記載年 Risbec, 1928 (Risbec, 1928)
326 フジイロウミウシの記載者・記載年 Baba, 1949 (Baba, 1949)
326 アミメシラユキウミウシの記載者・記載年 Rudman, 1995 (Rudman, 1995)
329 ツユクサウミウシの記載者・記載年 Rudman, 1995 (Rudman, 1995)
330 イロウミウシ科の1種1の体長 〜56mm 〜7mm
333 コウシンウミウシの体長 〜400mm 〜750mm
335 クロシタナシウミウシの記載者・記載年 Collingwood, 1881  (Collingwood, 1881)
335 クロシタナシウミウシの解説文 クロシタナシウミウシ ホンクロシタナシウミウシ
336 ヒメマダラウミウシの解説文 小円斑が散在する 円斑が散布する
338 フリエリイロウミウシの記載者・記載年 (Pruvot-Fol, 1957) Pruvot-Fol, 1957
340 ボンジイボウミウシの画像 さしかえます
340 ミズタマイボウミウシの解説文 不規則な形の黒色の大きな斑紋がある 不定形な黒色斑紋が散在する
341 ウィランイボウミウシの画像 さしかえます
342 ワモンイボウミウシの撮影者名 森田康弘 森田康平
344 リザイボウミウシの体長 〜20mm 〜36mm
348 シロダンゴイボウミウシの解説文 背面には球状突起が密生しており、周縁部のものほど小さい。 背面周縁には球場突起が密生するが、正中線付近は突起が少なく背面の褐色斑紋が直に見える。
348 シロダンゴイボウミウシの解説文画像 誤同定をしたので差し替えます
349 高次分類群の追加 裸側上目 Nudipleura 裸側上目 Nudipleura�裸鰓目�Nudibranchia

349-511 ツメに目（もく）を追加 裸側上目 Nudipleura 裸側上目 Nudipleura�裸鰓目�Nudibranchia
359 コヤナギウミウシ属の1種14の解説文 細点が入らず 細点が入り
363 概説 ドリドモルファ科（2ヶ所） マンジュウウミウシ科
364 ホンシタナシウミウシ 〜80mm 〜100mm
365 ニュウトウタテジマウミウシの解説文 口幕状 口幕上
365 ヒメニュウトウタテジマウミウシの解説文 口幕状 口幕上
365 ダイオウタテジマウミウシの解説文 外套膜上と同様の黄色い縦線が入る 外套膜と同様の縦線が入る
367 ホソハスエラウミウシの学名 Armina semperi (Bergh, 1861) Armina scotti Mehrotra, Caballer & Chavanich, 2017
367 ホソハスエラウミウシの和名 ホソハスエラウミウシ キフチハスエラウミウシ（新称）
367 ホソハスエラウミウシの解説文 口幕が写真個体のように水色になることも多い 口幕の周縁内側は水色。

367 ホソハスエラウミウシの解説文 文末に追加
【分類】近似するArmina semperi (Bergh, 1861) は、背面と口幕周縁が赤色になる。触角の色も異なるという
（Mehrotra et al, 2017)。

368 ハナオトメウミウシの体長 〜60mm 〜80mm



375 ホンオトメウミウシの解説文 口幕は黒褐色 口幕は白色
375 ホンオトメウミウシの分布域 八重山諸島、パプアニューギニア、インドネシア 西太平洋熱帯域
378 マンジュウウミウシの記載者・記載年 (Eliot, 1906） Eliot, 1903
378 マンジュウウミウシの科名・属名の和名 ドリドモルファ科�ドリドモルファ属 マンジュウウミウシ科�マンジュウウミウシ属
378 コラムの左側カラム 真鰓亜目 裸鰓目ドーリス亜目
379 解説 ロマノータス科 ナガムシウミウシ科

380-397 背側突起の単位 対 各側＊列
380 シロマツカサウミウシの解説文 背側突起は各側5列。 背側突起は各側5列。背側突起の内側に簡単な鰓を有する。
381 ヒメマツカサウミウシの学名 Doto sp. 1 cf. pacifica Baba, 1949 Doto cf. pacifica Baba, 1949
382 フサマツカサウミウシの学名 Doto sp. 2 cf. racemosa Risbec, 1928 Doto cf. racemosa Risbec, 1928
383 マツカサウミウシ属の仲間の学名 sp. 3 からsp. 8 sp. 1 からsp. 6
384 バライロマツカサウミウシの撮影地 大瀬崎 浮島
384 アカオビマツカサウミウシの学名 sp. 9 sp. 8
384 ナナフシウミウシの和名 ナナフシウミウシ ナナフシウミウシ属の1種1
384 ナナフシウミウシの学名 Kabeiro phasmida Shipman and Gosliner, 2015 Kabeiro sp. 1
388 スギノハウミウシ属の仲間の解説文 D. kamchaticus D . Kalikal ソメワケスギノハウミウシ
388 スギノハウミウシ属の仲間の解説文 2種とも日本近海での生息が確認されていないため、 削除
388 イトヒキウミウシの解説文 文末に追加 【分類】イトヒキウミウシの仲間をスギノハウミウシ属とする研究者もいる。

391- 392 ロマノータス科の科名 ロマノータス科 ナガムシウミウシ科
392 コチョウウミウシの記載年 1903 1902

391- 392 ロマノータス科の科名 ロマノータス科 ナガムシウミウシ科
392 コチョウウミウシの記載年 1903 1902
394 ユメウミウシの体長 〜100mm 〜40mm
400 シラヒメハナガサウミウシの解説文 鰓 背側突起
402 オセザキホクヨウウミウシの解説文 縦線 細線
402 オセザキホクヨウウミウシの解説文 白線 白色の細線
402 ミナミホクヨウウミウシの解説文 褐色 赤褐色
404 ユビノウハナガサウミウシの体長 〜50mm 〜60mm
407 ニシドマリハナガサウミウシの学名 Mariana sp. 1 cf. rubra (Rpell & Leuckart, 1828) Marionia cf. rubra (Rüppell & Leuckart, 1828)

ニシドマリハナガサウミウシの解説文 文末に追加 なおM. rubra はWoRMS (2019) では疑問種とされている。
411 分類群 裸側上目と枝鰓亜目の間に�裸鰓目�Nudibranchia�を追加
411 分類群 ミノウミウシ小目 ヒダミノウミウシ上科Fionoidea オオミノウミウシ上科Aeolidioidea

411 解説文
Flabellinoidea、サキシマミノウミウシ上科、Fionoidea ヒダミノウミウシ上科、Aeolidioidea オオミ
ノウミウシ上科の3上科からなる。

ミノウミウシ類は従来Flabellinoidea サキシマミノウミウシ上科、Fionoidea ヒダミノウミウシ上科、Aeolidioidea オオ
ミノウミウシ上科の3上科からなるとされていたが、Goodheart et al. (2018) によりヒダミノウミウシ上科とオオミノウ
ミウシ上科の2上科にまとめられた。

412-422 ツメ
裸側上目 Nudipleura 枝鰓亜目 Cladobranchia ミノウミウシ小目 Aeolidida サキシマミノウミウシ
上科 Flabellinoidea

裸側上目 Nudipleura 裸鰓目Nudibranchia�枝鰓亜目 Cladobranchia  ヒダウミウシ上科 Fionoidea

422 所属科未確定のサキシマミノウミウシ属の種 所属科未確定のサキシマミノウミウシ属の種 所属科未確定のヒダミノウミウシ属の種
422 上�学名 Flabellinoidea spp. Fionoidea spp.
422 各学名（計7ヶ所） Flabellinoidea sp. Fionoidea sp.

423-458 ツメ 裸側上目 Nudipleura 枝鰓亜目 Cladobranchia ミノウミウシ小目 Aeolidida ヒダウミウシ上科
Fionoidea

裸側上目 Nudipleura 裸鰓目Nudibranchia�枝鰓亜目 Cladobranchia  ヒダウミウシ上科 Fionoidea

423 所属科未確定のサキシマミノウミウシ属の種 所属科未確定のサキシマミノウミウシ属の種 所属科未確定のヒダミノウミウシ属の種
423 上�学名 Flabellinoidea spp. Fionoidea spp.
423 各学名（計7ヶ所） Flabellinoidea sp. Fionoidea sp.
425 アカボシミノウミウシの解説文 本属のウミウシは肛門が背面にある。本種の 削除
425 フタイロミノウミウシの体長 〜30mm 〜35mm
426 ホリミノウミウシの解説文 縦筋 縦線
427 マトミノウミウシの学名 Eubranchus sp. 2 cf. ocellatus (Alder & Hancock,1864) Eubranchus cf. ocellatus (Alder & Hancock,1864)

タマガワミノウミウシの学名 Eubranchus sp. 3 aff. leopoldoi Caballer, Ortea & Espinosa, 2001 Eubranchus cf. leopoldoi Caballer, Ortea & Espinosa, 2001
430 ホリミノウミウシ属の1種8の和名 ホリミノウミウシ属の1種8 チャバタケミノウミウシ（新称）
432 ホリミノウミウシ属の仲間の科名 ヒダミノウミウシ科Fionidae ユビワミノウミウシ科Abronicidae
432 ホリミノウミウシ属の仲間の属名 ホリミノウミウシ属 ユビワミノウミウシ属
432 ホリミノウミウシ属の仲間の分類 ホリミノウミウシ属の仲間 ユビワミノウミウシ属の仲間
432 ホリミノウミウシ属の仲間の学名 Eubranchus spp. Abronica spp.

432 ホリミノウミウシ属の仲間の解説文
ユビワミノウミウシ属の種と思われる不明種を5種掲載する。分子系統解析の結果はホリミノウミウシとの近似性を
示唆している。外部形態的な特徴は、触角に紫色の色輪を有すること、背面に白色の細点または斑紋が散布する
こと、背側突起に黄色の色輪があることである。また生殖器にも特有の棘構造が見られる (Cella et al. 2016）。

437 ミドリミノウミウシの属名 モンショウミノウミウシ属 ミドリミノウミウシ属
438 チビミノウミウシの記載者・記載年 (Rudman, 1981) Rudman, 1981
440 ゴシキミノウミウシサブカット撮影地 辰口 辰ノ口
442 フトガヤミノウミウシの和名 ゴシキミノウミウシと近似種 フトガヤミノウミウシと近似種
442 フトガヤミノウミウシの解説文 白色の斑紋 白色の細点
442 フトガヤミノウミウシの解説文 完全に 完全には
444 1種追加 Trinchesia lenkae Martynov, 2002�アツケシミノウミウシ（新称）
449 イロマユミノウミウシの体長 〜＊＊mm 〜10mm
449 イロマユミノウミウシの分布 八丈島、南西諸島 西太平洋、中部太平洋
450 タルミノウミウシの学名 Trinchesia sp. 24 cf. kanga Edmunds, 1970 Trinchesia cf. kanga Edmunds, 1970
450 ゴシキミノウミウシ属の1種25の和名 ゴシキミノウミウシ属の1種25 ゴシキミノウミウシ属の1種23
450 ゴシキミノウミウシ属の1種25の学名 Trinchesia sp. 25 cf. kanga Edmunds, 1970 Trinchesia sp. 23
458 ヤマトスナミノウミウシ？の和名 ヤマトスナミノウミウシ？ ヤマトスナミノウミウシまたはその近似種
458 ヤマトスナミノウミウシ？の学名 Pseudovermis sp. cf. japonicus Hamatani & Nunomura, 1973 Pseudovermis cf. japonicus Hamatani & Nunomura, 1973
458 コラム ヨツマタウミウシの幼体 イズミヨツマタウミウシ
458 コラム写真 ヨツマタウミウシ イズミヨツマタウミウシ

459- ツメ
裸側上目 Nudipleura 枝鰓亜目 Cladobranchia ミノウミウシ小目 Aeolidida オオミノウミウシ上
科 Aeolidioidea

裸側上目 Nudipleura 裸鰓目Nudibranchia�枝鰓亜目 Cladobranchia  オオミノウミウシ上科 Aeolidioidea

466 ナガヒゲミノウミウシの分布 本州 日本温帯域
466 ナガヒゲミノウミウシの分布 本州 日本温帯域
474 ニイニイミノウミウシの学名 Moridilla sp. cf. brockii Bergh, 1888 Moridilla cf. brockii Bergh, 1888
475 クロフサツノミノウミウシの撮影地 辰口 辰ノ口
476 アザミミノウミウシの解説文 クラスター 背側突起基部
477 クルクルミノウミウシの撮影地 大瀬崎 浮島
488 アカエラミノウミウシの解説文 離れる 立ち上がる
489 サクラミノウミウシの分布域 日本 北海道以南、日本温帯域
490 アカエラミノウミウシ属の1種の和名 アカエラミノウミウシ属の1種 アカエラミノウミウシ属の仲間
490 アカエラミノウミウシ属の1種の学名 Sakuraeolis sp. Sakuraeolis spp.
490 アカエラミノウミウシ属の1種の解説文 色だが、アカエラミノウミウシの種内変異の可能性が高い。 。パプアニューギニア・南アフリカからも報告がある。
493 アカオビミノウミウシの撮影者名 松田千代子 松田早代子
494 クマドリミノウミウシの体長 〜13mm 〜15mm
494 アンズミノウミウシの撮影地 辰口 辰ノ口
496 ミノウミウシの属名 Anteaeolidiella属 ホンミノウミウシ属
496 ミノウミウシの和名 ミノウミウシ ホンミノウミウシ
496 ミノウミウシの解説文 文末に追加 【分類】中嶋他(2019）によって和名が改称された。

496-498 バエオリディア属の和名 バエオリディア属 ワグシミノウミウシ属
496 ハリアットミノウミウシの分布域 南アフリカ、日本 西太平洋
497 ランソンミノウミウシの分布域 インド- 西太平洋熱帯域、温帯域、ハワイ インド-西太平洋、中部太平洋
498 ウテンミノウミウシの解説文 ゆるく湾曲し平滑。 体地色と同色で弱い突起があり、先端は白色。
499 シロミノウミウシの体長 〜10mm 〜15mm
499 シロミノウミウシの分布域 伊豆半島以南、インド- 西太平洋、ハワイ 全世界の熱帯域
502 キホシカスミミノウミウシの分布域 本州、九州 日本温帯域
503 カスミミノウミウシ属の1種4の体長 〜15mm 〜20mm
505 ホソエラワグシミノウミウシの属名 リメナンドラ属 ホソエラワグシミノウミウシ属
506 トゲミノウミウシの属名 リメナンドラ属 ホソエラワグシミノウミウシ属
506 クサリミノウミウシの属名 リメナンドラ属 ホソエラワグシミノウミウシ属
509 ウメガエミノウミウシの科名 所属上科未確定の属の種 ヒダミノウミウシ科Fionidae
509 ウメガエミノウミウシの学名 Myja longicornis Bergh, 1896 Myja sp.

509 マツヨイミノウミウシの解説文
また原記載には2種類の図版が示されているが、2種が同種とは考えにくい。属の有効性も疑
問視されている。

WoRMS (2019) ではヒダミノウミウシ科Fionidae の種とされているが典拠が見当たらず、属の有効性も疑問視され
ていることから、分類を保留とする。

509 コモリミノウミウシの科名 所属上科未確定の属の種 ヒダミノウミウシ科Fionidae
509 追加（八丈島のミノウミウシ） 所属上科未確定の属の種

追加（八丈島のミノウミウシ）解説文 後送
追加（八丈島のミノウミウシ写真 八丈島�15m�35mm�早梅康広

510-511 ツメ
裸側上目Nudipleura�裸鰓目�Nudibranchia�枝鰓亜目Cladobranchia�ヒダミノウミウシ上科Fionoidea／オオミノウミ
ウシ上科Aeolidioidea

510-511 和名 所属上科未確定のミノウミウシ小目の種 所属上科未確定のミノウミウシ類
510-511 学名 Aeolidida spp. aeolid�spp.

543 写真提供者 ダイビングサービスNANA ダイビングショップNANA
543 追加 Mike Miller、森田康平（小笠原ダイビングセンター）、早梅康広（ダイビングクラブ・コンカラー）


